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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、
　前記光電変換信号に基づく電位が与えられる入力部を有するアナログデジタル変換部と
を有し、前記複数の画素が第１の画素と第２の画素とを有する撮像装置の駆動方法であっ
て、
　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、リセットされた前記入力部の電位
に基づく第１のデジタル信号を生成する工程と、
　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電変換信
号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生成する
工程と、
　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前記光電変換信
号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信号を生成する
工程と、
　前記撮像装置が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差である第１
の差を得る工程と、
　前記撮像装置が、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得る工程で用いた前記第
１のデジタル信号との差である第２の差を得る工程とを有することを特徴とする撮像装置
の駆動方法。
【請求項２】
　第１の画像を形成するための前記光電変換信号を前記複数の画素の各々に出力させ、
　前記アナログデジタル変換部が、前記第１の画像を形成するための前記光電変換信号の
各々をデジタル信号に変換し、
　前記第１の画像とは別の第２の画像を形成するための前記光電変換信号を前記複数の画
素の各々に出力させ、
　前記アナログデジタル変換部が、前記第２の画像を形成するための前記光電変換信号の
各々をデジタル信号に変換し、
　各々が、前記第１の画像を形成するためのデジタル信号のそれぞれと前記第１のデジタ
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ル信号との差である複数の第３の差を生成し、
　各々が、前記第２の画像を形成するためのデジタル信号のそれぞれと、前記複数の第３
の差の生成に用いた前記第１のデジタル信号との差である複数の第４の差を生成すること
を特徴とする請求項１に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項３】
　各々が、前記アナログデジタル変換部が生成した前記複数の画素の各々の第１のフレー
ム期間の前記光電変換信号に各々が基づく複数のデジタル信号の各々と前記第１の信号と
の差である、複数の第５の差を生成し、
　各々が、前記アナログデジタル変換部が生成した前記複数の画素の各々の第２のフレー
ム期間の前記光電変換信号に各々が基づく複数のデジタル信号と、前記複数の第５の差の
生成に用いた前記第１の信号との差を生成することを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置の駆動方法。
【請求項４】
　前記複数の画素は、前記画素が複数行に設けられたものであり、
　前記撮像装置はさらに前記複数の画素を行ごとに走査する垂直走査回路を有し、
　前記第１のフレーム期間および前記第２のフレーム期間の各々は、前記垂直走査回路が
前記複数の画素の行ごとの順次走査を開始してから、前記複数の画素の行ごとの順次走査
を終了し、次に前記垂直走査回路が前記複数の画素の行ごとの順次走査を開始するまでの
期間であることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記撮像装置はさらに垂直走査回路を有し、
　前記複数の画素は、前記画素が複数行に設けられたものであり、
　前記第１の画素と前記第２の画素は互いに異なる行に配され、
　前記アナログデジタル変換部が、前記第１のデジタル信号を生成した後、
　前記垂直走査回路が前記第１の画素が配された行と、前記第２の画素が配された行とを
順次走査して、前記第１の画素と前記第２の画素の各々から前記光電変換信号を順次出力
させ、
　前記アナログデジタル変換部が前記第２のデジタル信号を生成する工程と、前記アナロ
グデジタル変換部が前記第３のデジタル信号を生成する工程との間に、前記第１のデジタ
ル信号の生成が挟まれないことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の撮像装置の
駆動方法。
【請求項６】
　前記アナログデジタル変換部は、参照信号が入力される入力端子を有する比較回路を有
し、
　前記入力端子に、時間に依存して電位が変化する参照信号が与えられ、
　前記比較回路は、前記入力部と前記入力端子に与えられる電位と、を比較した結果を示
す比較結果信号を出力し、
　前記アナログデジタル変換部は、前記第１のデジタル信号と前記第２のデジタル信号と
前記第３のデジタル信号とを前記比較結果信号に基づいて生成することを特徴とする請求
項１～５のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記撮像装置は前記画素と前記入力部との間の電気的経路に容量素子を有し、
　前記画素はさらにノイズ信号を出力し、前記容量素子が前記ノイズ信号を保持すること
を特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記容量素子と前記入力部との間の電気的経路に増幅部が設けられ、
　前記増幅部と前記入力部との間の電気的経路に、第２の容量素子が設けられ、
　前記容量素子は、前記増幅部と前記第２の容量素子とを順に介して前記入力部に接続さ
れ、
　前記増幅部は前記光電変換信号を増幅した信号を前記第２の容量素子を介して前記入力
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部に出力することを特徴とする請求項７に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記容量素子と前記第２の容量素子のそれぞれの電荷のリセットを行い、前記容量素子
と前記第２の容量素子とのそれぞれの前記リセットを解除した後、前記第１のデジタル信
号を生成することを特徴とする請求項８に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記第１のデジタル信号の生成を複数回行うことによって複数の前記第１のデジタル信
号を生成し、前記第１の差と前記第２の差の生成に用いる前記第１の信号として、前記複
数の第１のデジタル信号の平均の信号を用いることを特徴とする請求項１～９のいずれか
に記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１１】
　同一の前記画素が複数の前記ノイズ信号を出力し、前記同一の画素が前記複数のノイズ
信号のそれぞれを出力する都度、前記アナログデジタル変換部が前記第１のデジタル信号
の生成をそれぞれ行って複数の前記第１のデジタル信号を生成し、
　前記第１の差と前記第２の差の生成に用いる前記第１の信号として、前記複数の第１の
デジタル信号の平均の信号を用いることを特徴とする請求項７～９のいずれかに記載の撮
像装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記複数の画素の一部の前記画素が前記ノイズ信号を出力するのに応じて前記第１のデ
ジタル信号の生成を行い、さらに前記複数の画素の他の一部の前記画素が前記ノイズ信号
を出力するのに応じて前記第１のデジタル信号を生成することで複数の前記第１のデジタ
ル信号を生成し、
　前記第１の差と前記第２の差の生成に用いる前記第１の信号として、前記複数の第１の
デジタル信号の平均の信号を用いることを特徴とする請求項７～９のいずれかに記載の撮
像装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記第１の差と前記第２の差の生成に用いる前記第１の信号として、前記第１のデジタ
ル信号の代わりに前記第１のデジタル信号を補正したデジタル信号を用いることを特徴と
する請求項１～９のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記撮像装置は複数の前記アナログデジタル変換部を有し、
　前記複数の画素が行列状に設けられ、
　各列の前記複数の画素が、前記複数のアナログデジタル変換部の各々に、前記光電変換
信号を出力し、
　同一の前記アナログデジタル変換部が生成した前記第２のデジタル信号と前記第３のデ
ジタル信号のそれぞれと、前記第１のデジタル信号と、の差をそれぞれ得ることを特徴と
する請求項１～１３のいずれかに記載の撮像装置の駆動方法。
【請求項１５】
　撮像装置と、信号処理部と、アナログデジタル変換部と、を有する撮像システムの駆動
方法であって、
　前記撮像装置は、入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素を備え、前
記複数の画素が第１の画素と第２の画素とを有し、
　前記アナログデジタル変換部は、前記複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に
基づく電位が与えられる入力部を有し、
　前記駆動方法は、
　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、リセットされた前記入力部の電位
に基づく第１のデジタル信号を生成する工程と、
　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電変換信
号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生成する
工程と、
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　前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前記光電変換信
号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信号を生成する
工程と、
　前記撮像装置が、前記第１のデジタル信号と、前記第２のデジタル信号と、前記第３の
デジタル信号のそれぞれを前記信号処理部に出力する工程と、
　前記信号処理部が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差である第
１の差を得る工程と、
　前記信号処理部が、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得る工程で用いた前記
第１のデジタル信号との差である第２の差を得る工程とを有することを特徴とする撮像シ
ステムの駆動方法。
【請求項１６】
　入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、
　前記複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に基づく電位が与えられる入力部を
有するアナログデジタル変換部とを有する撮像装置であって、
　前記複数の画素は第１の画素と第２の画素とを有し、
　前記撮像装置はさらに制御部と、差分信号生成部と、を有し、
　前記制御部は、
　前記アナログデジタル変換部に、リセットされた前記入力部の電位に基づく第１のデジ
タル信号を生成させ、
　さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生
成させ、
　さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信号を生
成させる制御部であり、
　前記差分信号生成部が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差であ
る第１の差を得るとともに、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得るために用い
た前記第１のデジタル信号との差である第２の差を得ることを特徴とする撮像装置。
【請求項１７】
　撮像装置と、信号処理部と、制御部と、を有する撮像システムであって、
　前記撮像装置は、入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、アナロ
グデジタル変換部とを備え、
　前記複数の画素は第１の画素と第２の画素とを有し、
　前記アナログデジタル変換部は、前記複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に
基づく電位が与えられる入力部を有し、
　前記制御部は、
　前記アナログデジタル変換部に、リセットされた前記入力部の電位に基づく第１のデジ
タル信号を生成させ、
　さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生
成させ、
　さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信号を生
成させる制御部であり、
　前記信号処理部が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差である第
１の差を得るとともに、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得るために用いた前
記第１のデジタル信号との差である第２の差を得ることを特徴とする撮像システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は上記の課題を解決するために為されたものであり、一の態様は、入射光に基づ
く光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、前記光電変換信号に基づく電位が与えら
れる入力部を有するアナログデジタル変換部とを有し、前記複数の画素が第１の画素と第
２の画素とを有する撮像装置の駆動方法であって、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ
変換によって、リセットされた前記入力部の電位に基づく第１のデジタル信号を生成する
工程と、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生
成する工程と、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前
記光電変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信
号を生成する工程と、前記撮像装置が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信
号との差である第１の差を得る工程と、前記撮像装置が、前記第３のデジタル信号と、前
記第１の差を得る工程で用いた前記第１のデジタル信号との差である第２の差を得る工程
とを有することを特徴とする撮像装置の駆動方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、別の態様は、撮像装置と、信号処理部と、アナログデジタル変換部と、を有する
撮像システムの駆動方法であって、前記撮像装置は、入射光に基づく光電変換信号を各々
が出力する複数の画素を備え、前記複数の画素が第１の画素と第２の画素とを有し、前記
アナログデジタル変換部は、前記複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に基づく
電位が与えられる入力部を有し、前記駆動方法は、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ
変換によって、リセットされた前記入力部の電位に基づく第１のデジタル信号を生成する
工程と、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電
変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生
成する工程と、前記アナログデジタル変換部が、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前
記光電変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信
号を生成する工程と、前記撮像装置が、前記第１のデジタル信号と、前記第２のデジタル
信号と、前記第３のデジタル信号のそれぞれを前記信号処理部に出力する工程と、前記信
号処理部が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差である第１の差を
得る工程と、前記信号処理部が、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得る工程で
用いた前記第１のデジタル信号との差である第２の差を得る工程とを有することを特徴と
する撮像システムの駆動方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、別の態様は、入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、前記
複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に基づく電位が与えられる入力部を有する
アナログデジタル変換部と、を有する撮像装置であって、前記複数の画素は第１の画素と
第２の画素とを有し、前記撮像装置はさらに制御部と、差分信号生成部とを有し、前記制
御部は、前記アナログデジタル変換部に、リセットされた前記入力部の電位に基づく第１
のデジタル信号を生成させ、さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、
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前記第１の画素の前記光電変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づい
て第２のデジタル信号を生成させ、さらに前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によ
って、前記第２の画素の前記光電変換信号に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に
基づいて第３のデジタル信号を生成させる制御部であり、前記差分信号生成部が、前記第
２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号との差である第１の差を得るとともに、前記
第３のデジタル信号と、前記第１の差を得るために用いた前記第１のデジタル信号との差
である第２の差を得ることを特徴とする撮像装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、別の態様は、撮像装置と、信号処理部と、制御部と、を有する撮像システムであ
って、前記撮像装置は、入射光に基づく光電変換信号を各々が出力する複数の画素と、ア
ナログデジタル変換部とを備え、前記複数の画素は第１の画素と第２の画素とを有し、
　前記アナログデジタル変換部は、前記複数の画素の各々が出力する前記光電変換信号に
基づく電位が与えられる入力部を有し、前記制御部は、前記アナログデジタル変換部に、
リセットされた前記入力部の電位に基づく第１のデジタル信号を生成させ、さらに前記ア
ナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第１の画素の前記光電変換信号に基づ
く電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第２のデジタル信号を生成させ、さらに
前記アナログデジタル変換部に、ＡＤ変換によって、前記第２の画素の前記光電変換信号
に基づく電位が与えられた前記入力部の電位に基づいて第３のデジタル信号を生成させる
制御部であり、前記信号処理部が、前記第２のデジタル信号と前記第１のデジタル信号と
の差である第１の差を得るとともに、前記第３のデジタル信号と、前記第１の差を得るた
めに用いた前記第１のデジタル信号との差である第２の差を得ることを特徴とする撮像シ
ステムである。


	header
	written-amendment

